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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源ユニットを備える照明器具であって、
　上記光源ユニットは、
　半導体発光素子と、
　上記半導体発光素子から出射された光のうちの一部が入射し、入射した光の方向を変更
する光方向変更部と、
を備え、
　上記光方向変更部は、上記半導体発光素子から出射される光の光軸に垂直な平面に近い
方向に、光の方向を変更するものであり、
　上記光方向変更部は、光を反射する反射板であり、
　上記反射板は、半円錐の側面の形状であり、
　上記光源ユニットは基板上に配置されており、
　上記半円錐の側面は、
　上記半導体発光素子の上記光軸を中心軸とする円錐の一部であり、
　上記半円錐の頂点は、上記半導体発光素子の略中心と近接している、ことを特徴とする
照明器具。
【請求項２】
　上記反射板の材質は、金属であることを特徴とする請求項１に記載の照明器具。
【請求項３】
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　上記金属は銀であることを特徴とする請求項２に記載の照明器具。
【請求項４】
　材質が銀である上記反射板の表面はシリコーンでコーティングされていることを特徴と
する請求項３に記載の照明器具。
【請求項５】
　光源ユニットを備える照明器具であって、
　上記光源ユニットは、
　半導体発光素子と、
　上記半導体発光素子から出射された光のうちの一部が入射し、入射した光の方向を変更
する光方向変更部と、
を備え、
　上記光方向変更部は、上記半導体発光素子から出射される光の光軸に垂直な平面に近い
方向に、光の方向を変更するものであり、
　上記光方向変更部は、光ファイバーであることを特徴とする照明器具。
【請求項６】
　上記光源ユニットは基板上に配置されており、
　複数の上記光源ユニットを備え、
　複数の上記光源ユニットは、上記基板上の一つの円上に等間隔で配置されていることを
特徴とする請求項１に記載の照明器具。
【請求項７】
　光源ユニットを備える照明器具であって、
　上記光源ユニットは、
　半導体発光素子と、
　上記半導体発光素子から出射された光のうちの一部が入射し、入射した光の方向を変更
する光方向変更部と、を備え、
　上記光方向変更部は反射板を複数有し、上記複数の反射板はそれぞれ入射した光を反射
するものであり、
　上記複数の反射板は、第１反射板と第２反射板とを備え、上記第１反射板は上記第２反
射板より上に配置され、
　上記光方向変更部は、入射した光を、上記半導体発光素子から出射される光の光軸に垂
直な平面に近い方向に反射することを特徴とする照明器具。
【請求項８】
　上記複数の反射板の少なくとも一つは、鍔部を備えていることを特徴とする請求項７に
記載の照明器具。
【請求項９】
　上記鍔部を備えている上記複数の反射板の少なくとも一つは、芯部をさらに備えている
ことを特徴とする請求項８に記載の照明器具。
【請求項１０】
　ＬＥＤ発光素子と、
　上記ＬＥＤ発光素子から入射した光を反射するための第１の反射部と、
　上記ＬＥＤ発光素子から入射した光を反射するための第２の反射部と、を備え、
　上記第２の反射部と上記ＬＥＤ発光素子との距離は、上記第１の反射部と上記ＬＥＤ発
光素子との距離より短く、
　上記第１の反射部および上記第２の反射部はそれぞれ、ＬＥＤ発光素子から出射された
光のうちの一部が入射し、入射した光を、上記ＬＥＤ発光素子から出射される光の光軸に
垂直な平面に近い方向に反射することを特徴とするＬＥＤ電球。
【請求項１１】
　上記光方向変更部に入射しない残部の光は、そのまま外部に出射されることを特徴とす
る請求項１に記載の照明器具。
【請求項１２】
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　上記光方向変更部に入射しない残部の光は、そのまま外部に出射されることを特徴とす
る請求項７に記載の照明器具。
【請求項１３】
　上記第１の反射部及び第２の反射部に入射しない残部の光は、そのまま外部に出射され
ることを特徴とする請求項１０に記載のＬＥＤ電球。
【請求項１４】
　光源ユニットを備えるＬＥＤ電球であって、
　上記光源ユニットは、
　半導体発光素子と、
　上記半導体発光素子から出射された光のうちの一部が入射し、入射した光の方向を変更
する光方向変更部と、を備え、
　上記光方向変更部は反射部を複数有し、上記複数の反射部はそれぞれ入射した光を反射
するものであり、
　上記複数の反射部は、第１反射部と第２反射部とを備え、上記第１反射部は上記第２反
射部より上に配置され、
　上記光方向変更部は、入射した光を、上記半導体発光素子から出射される光の光軸に垂
直な平面に近い方向に反射することを特徴とするＬＥＤ電球。
【請求項１５】
　上記光方向変更部に入射しない残部の光は、そのまま外部に出射されることを特徴とす
る請求項１４に記載のＬＥＤ電球。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＬＥＤ発光素子を光源として用いる照明器具に係る発明である。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＥＤ電球は、光源としてＬＥＤ発光素子を用いた電球である。ＬＥＤ電球は従来のフ
ィラメント電球に比べ、消費電力が少なく、長寿命であり、また点灯後の立ち上がりが早
いなどの優れた特性を持つことから、近年急速に普及しつつある。
【０００３】
　しかしながら、ＬＥＤ発光素子から発生した光は、指向性が強いため、ＬＥＤ発光素子
からの直接光は正面の狭い範囲にのみ照射し、水平方向への発光量は少なく、水平方向か
らの視認度は良くない。これによって、ＬＥＤ電球の照射角度は正面の狭い範囲に絞られ
、広範囲を照射することは困難である。
【０００４】
　特許文献１～５では、ＬＥＤ電球からの出射光がより広範囲を照射できるようにするた
めの技術について開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－２６９５５８号公報（２０００年９月２９日公開）
【特許文献２】特開２００４－３４３０２５号公報（２００４年１２月２日公開）
【特許文献３】実開平３－８１６５０号公報（１９９１年８月２１日公開）
【特許文献４】特開２００６－９９１１７号公報（２００６年４月１３日公開）
【特許文献５】特開２００９－９８７０号公報（２００９年１月１５日公開）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１では、透光性カバー内に単または複数のＬＥＤ発光素子を配設した発光具に
おいて、透光性カバーの先端部に凹部を形成し、ＬＥＤ発光素子から発生した光を分散さ
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せている発光具について開示している。しかし本技術では透光性カバーは樹脂製であるた
め、透光性カバーに設置される凹部での光の反射率は低い。これによって、ＬＥＤ発光素
子からの発光を有効的に水平方向に導光する、優れた効果は期待できないのである。
【０００７】
　特許文献２と特許文献３では、複数個のＬＥＤランプを特定的な形状に立体的に配置さ
せることによって、立体的方向に照光するＬＥＤ電球について開示している。しかし、個
々のＬＥＤ電球においては、ＬＥＤ素子から出射される光は、その光軸と垂直な平面方向
には十分に照射できない。そのため、出射光に明暗ができてしまう。
【０００８】
　一方、特許文献４と特許文献５では、光学素子を使用した技術について開示している。
特許文献４では、光学素子によって、発光体からの光束の大部分が、光学素子の縦軸とほ
ぼ垂直する方向に導向されており、正面方向にはほとんど光が残らない。特許文献５では
、光源として半導体発光素子が面配列された光源部と、錐体形状に形成された光学素子と
で構成される光源ユニットにおいて、光学素子は半導体発光素子から射出される光の入射
面を底面として集光し、光の射出面を頂点部分として光を出射させている。この技術では
、円錐状光学素子を使用しており、円錐頂点の部分を点光源として、円錐頂点より上部の
部分に放射線状に光が出射されるが、円錐頂点より下部の部分では出射強度が弱い。すな
わち、照明器具として設置した際に、天井が暗くなってしまう。
【０００９】
　本発明はこのような事情に鑑みて、半導体発光素子を用いた照明器具であって、広範囲
を照射でき、正面方向及び水平方向のいずれにも充分な照射強度が得られる照明器具を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の課題を解決するために、本発明に係る照明器具は、光源ユニットを備える照明器
具であって、上記光源ユニットは、半導体発光素子と、上記半導体発光素子から出射され
た光のうちの一部が入射し、入射した光の方向を変更する光方向変更部と、を備え、上記
光方向変更部は、上記半導体発光素子から出射される光の光軸に垂直な平面に近い方向に
、光の方向を変更するものであり、上記光方向変更部は、光を反射する反射板であり、上
記光源ユニットは基板上に配置されており、上記半円錐の側面は、上記半導体発光素子の
上記光軸を中心軸とする円錐の一部であり、上記半円錐の頂点は、上記半導体発光素子の
略中心と近接している、ことを特徴とする。なお、本発明に係る照明器具は、光源ユニッ
トを備える照明器具であって、上記光源ユニットは、半導体発光素子と、上記半導体発光
素子から出射された光のうちの一部が入射し、入射した光の方向を変更する光方向変更部
と、を備え、上記光方向変更部は反射板を複数有し、上記複数の反射板はそれぞれ入射し
た光を反射するものであり、上記複数の反射板は、第１反射板と第２反射板とを備え、上
記第１反射板は上記第２反射板より上に配置され、上記光方向変更部は、入射した光を、
上記半導体発光素子から出射される光の光軸に垂直な平面に近い方向に反射することがよ
り好ましい。また、本発明に係る照明器具において、上記複数の反射板の少なくとも一つ
は、鍔部を備えていることがより好ましい。また、本発明に係る照明器具において、上記
鍔部を備えている上記複数の反射板の少なくとも一つは、芯部をさらに備えていることが
より好ましい。また、本発明に係るＬＥＤ電球は、ＬＥＤ発光素子と、上記ＬＥＤ発光素
子から入射した光を反射するための第１の反射部と、上記ＬＥＤ発光素子から入射した光
を反射するための第２の反射部と、を備え、上記第２の反射部と上記ＬＥＤ発光素子との
距離は、上記第１の反射部と上記ＬＥＤ発光素子との距離より短く、上記第１の反射部お
よび上記第２の反射部はそれぞれ、ＬＥＤ発光素子から出射された光のうちの一部が入射
し、入射した光を、上記ＬＥＤ発光素子から出射される光の光軸に垂直な平面に近い方向
に反射することを特徴としている。また、本発明に係るＬＥＤ電球は、光源ユニットを備
えるＬＥＤ電球であって、上記光源ユニットは、半導体発光素子と、上記半導体発光素子
から出射された光のうちの一部が入射し、入射した光の方向を変更する光方向変更部と、
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を備え、上記光方向変更部は反射部を複数有し、上記複数の反射部はそれぞれ入射した光
を反射するものであり、上記複数の反射部は、第１反射部と第２反射部とを備え、上記第
１反射部は上記第２反射部より上に配置され、上記光方向変更部は、入射した光を、上記
半導体発光素子から出射される光の光軸に垂直な平面に近い方向に反射することを特徴と
している。なお、上記光方向変更部並びに上記第１の反射部及び第２の反射部に入射しな
い残部の光は、そのまま外部に出射されることがより好ましい。
【００１１】
　上記構成にすることによって、上記照明器具において、上記半導体発光素子から出射さ
れた光のうちの一部は光方向変更部に入射し、残部は光方向変更部に入射せずに、照明器
具外部に出射される。光方向変更部に入射した光は、光方向変更部によって反射され、半
導体発光素子から出射される光の光軸に垂直な平面に近い方向に、光の方向を変更される
。光方向変更部に入射しないまま、照明器具外部に出射する光は、半導体発光素子から出
射される時の方向を維持する。これによって、広範囲を照射でき、正面方向及び水平方向
のいずれにも充分な照射強度が得られる。また、それぞれの半導体発光素子からの光を正
面方向及び水平方向に照射できるため、指向性を抑え、明暗を抑えることができる。また
、上記構成にすることによって、反射板によって効率的に光を反射させることができる。
また、ガラス製の光学素子を用いた場合に比べ、軽量でかつ製造コストの低い照明器具と
なる。また、半円錐の側面の形状をしている反射板は、効率的に光を反射させることがで
きる。また、反射板は半円錐の側面の形状をし、この半円錐の頂点は半導体発光素子の略
中心と近接し、この半円錐は半導体発光素子の光軸を回転軸としている。これによって、
半導体発光素子からの出射光の約半分は反射板に入射し、残りの半分は反射板に入射しな
い。反射板に入射しない光は出射時の方向を維持し、反射板に入射する光は反射板によっ
て反射され、光軸と垂直な水平方向に近い方向に、光の方向を変更される。これによって
、発光素子の正面範囲に照射する光の量と、水平方向に導向される光の量とが半々となり
、広範囲を照射できる。
【００１８】
　上記の課題を解決するために、本発明に係る照明器具において、上記光源ユニットは基
板上に配置されており、複数の上記光源ユニットを備え、複数の上記光源ユニットは、上
記基板上の一つの円上に等間隔で配置されている構成であってもよい。
【００１９】
　上記構成にすることによって、複数の光源ユニットを備えることで、より照度の高い照
明器具となる。複数の光源ユニットを上記基板上に、基板上の一つの円上に等間隔で配置
されることで、出射光に局所的な明暗が生じることなく、広範囲を照射することができる
。
【００２０】
　上記の課題を解決するために、本発明に係る照明器具において、上記反射板の材質は、
金属であってもよい。
【００２１】
　上記構成にすることによって、反射板はより効率的に光を反射させることができる。ま
た、材質を金属とすることで、耐熱性に優れた反射板を得ることができ、樹脂などの材質
を用いた場合より、熱による劣化が発生しにくい。
【００２２】
　上記の課題を解決するために、本発明に係る照明器具において、上記金属は銀であって
もよい。
【００２３】
　上記構成にすることによって、優れた反射率を有する反射板を得ることができる。
【００２４】
　上記の課題を解決するために、本発明に係る照明器具において、材質が銀である上記反
射板の表面はシリコーンでコーティングされていてもよい。
【００２５】
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　上記構成にすることによって、周囲の化学物質と反応することによって銀が変色し、反
射板の反射率が低下してしまうことを防止することができる。
【００２６】
　上記の課題を解決するために、本発明に係る照明器具は、光源ユニットを備える照明器
具であって、上記光源ユニットは、半導体発光素子と、上記半導体発光素子から出射され
た光のうちの一部が入射し、入射した光の方向を変更する光方向変更部と、を備え、上記
光方向変更部は、上記半導体発光素子から出射される光の光軸に垂直な平面に近い方向に
、光の方向を変更するものであり、上記光方向変更部は、光ファイバーであることを特徴
としている。
【００２７】
　上記構成にすることによって、上記照明器具において、上記半導体発光素子から出射さ
れた光のうちの一部は光方向変更部に入射し、残部は光方向変更部に入射せずに、照明器
具外部に出射される。光方向変更部に入射した光は、光方向変更部によって反射され、半
導体発光素子から出射される光の光軸に垂直な平面に近い方向に、光の方向を変更される
。光方向変更部に入射しないまま、照明器具外部に出射する光は、半導体発光素子から出
射される時の方向を維持する。これによって、広範囲を照射でき、正面方向及び水平方向
のいずれにも充分な照射強度が得られる。また、それぞれの半導体発光素子からの光を正
面方向及び水平方向に照射できるため、指向性を抑え、明暗を抑えることができる。また
、上記半導体発光素子から出射された光のうちの一部は光ファイバーに入射し、光ファイ
バーによって水平方向に近い方向に導光される。これによって、正面の狭い範囲にのみ照
射するのではなく、水平方向でも充分な照射強度が得られ、広範囲を照射できる。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明に係る照明器具は、光源ユニットを備える照明器具であって、上記光源ユニット
は、半導体発光素子と、上記半導体発光素子から出射された光のうちの一部が入射し、入
射した光の方向を変更する光方向変更部と、を備え、上記光方向変更部は、上記半導体発
光素子から出射される光の光軸に垂直な平面に近い方向に、光の方向を変更するものであ
り、上記光方向変更部は、光を反射する反射板であることを特徴とすることによって、半
導体発光素子を用いた照明器具であって、広範囲を照射でき、正面方向及び水平方向のい
ずれにも充分な照射強度が得られる照明器具を提供できるとの効果を奏する。また、反射
板によって効率的に光を反射させることができる。また、ガラス製の光学素子を用いた場
合に比べ、軽量でかつ製造コストの低い照明器具となる。また、半円錐の側面の形状をし
ている反射板は、効率的に光を反射させることができる。また、反射板は半円錐の側面の
形状をし、この半円錐の頂点は半導体発光素子の略中心と近接し、この半円錐は半導体発
光素子の光軸を回転軸としている。これによって、半導体発光素子からの出射光の約半分
は反射板に入射し、残りの半分は反射板に入射しない。反射板に入射しない光は出射時の
方向を維持し、反射板に入射する光は反射板によって反射され、光軸と垂直な水平方向に
近い方向に、光の方向を変更される。これによって、発光素子の正面範囲に照射する光の
量と、水平方向に導向される光の量とが半々となり、広範囲を照射できる。
 
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の一実施形態に係るＬＥＤ電球の構成を模式的に示す側視図である。
【図２】本発明の一実施形態に係るＬＥＤ電球の構成を模式的に示す上面図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る光源ユニットの断面と、光源ユニットにおいて出射光
の一部が反射板によって方向を変更される様子を示した図である。
【図４】本発明の他の実施形態に係るＬＥＤ電球の構成を模式的に示す側視図である。
【図５】本発明の他の実施形態に係る光源ユニットの断面と、光源ユニットにおいて出射
光の一部が反射板によって方向を変更される様子を示した図である。
【図６】本発明の他一実施形態係るＬＥＤ電球の構成を模式的に示す側視図である。
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【発明を実施するための形態】
【００３０】
　図１～図６を参照して本発明の実施形態について説明する。
【００３１】
　〔実施形態１〕
　本発明の一実施形態について、図１～図３を参照して説明すると以下のとおりである。
なお、本実施形態で開示されている各部材の個数、形状、サイズ、材質などは、あくまで
も一例を示したものであり、これに限定されることはない。
【００３２】
　図１は、本実施形態に係るＬＥＤ電球１００（照明器具）の構成を模式的に示す側視図
である。図２は、本実施形態に係るＬＥＤ電球１００の構成を模式的に示す上面図である
。また、図３は、本実施形態に係る光源ユニット１１０の断面と、光源ユニット１１０に
おいて出射光の一部が反射板によって方向を変更される様子を示した図である。
【００３３】
　ＬＥＤ電球１００は、外郭部材１０、基板１１、光源ユニット１１０を備えている。基
板１１の直径Ｌ３は、６０ｍｍである。ＬＥＤ電球１００は、単または複数の光源ユニッ
ト１１０を備えることが可能であるが、本実施形態に係るＬＥＤ電球１００においては、
四つの光源ユニット１１０を備えている。四つの光源ユニット１１０はそれぞれの中心２
０が円１６上に位置し、かつ円１６上で等間隔となるように配置されている。光源ユニッ
ト１１０の中心２０から、基板１１の外周部までの距離Ｌ２は、１８ｍｍである。
【００３４】
　光源ユニット１１０は、発光部１２、ＬＥＤ発光素子１３（半導体発光素子）、反射板
１４（光方向変更部）、支持部材１５を備えている。
【００３５】
　ＬＥＤ発光素子１３は、基板１１上に配置されている。発光部１２は、ＬＥＤ発光素子
１３上の中心に位置している。図３に示するように、発光部１２の直径Ｌ１は４ｍｍであ
る。反射板１４は、半円錐の側面の形状をしており、この半円錐面は、ＬＥＤ発光素子１
３から出射される光の光軸１７を回転軸とている。図３に示すように、半円錐の高さＬ４
は１０ｍｍ以上であり、回転軸となる光軸１７と反射板１４によって形成されている角度
１８は２０～３０度である。この半円錐面の頂点１９は、ＬＥＤ発光素子の中心２０（略
中心）に接地されている。反射板１４の材質は、銀、ニッケル、アルミなどの金属である
ことが好ましい。これは、光を効率的に反射するためである。また、材質を金属とするこ
とで、耐熱性に優れた反射板を得ることができ、樹脂などの材質を用いた場合より、熱に
よる劣化が発生しにくい。
【００３６】
　なお、反射板１４の材質は、銀であることがより好ましい。これは優れた反射率を有す
る反射板を得ることができるためである。さらに、反射板１４は、銀の表面をシリコーン
でコーティングしたものを使用するのがさらに好ましい。シリコーンの中では有機変性シ
リコーンなどのガス通過性の低いものがより好ましい。これは周囲の化学物質、例えば硫
黄、臭素などと反応することによって銀が変色し、反射板の反射率が低下してしまうこと
を防止するためである。
【００３７】
　支持部材１５は、所定の位置関係を保持できるように、反射板１４を支持するための部
材である。
【００３８】
　図３に示すように、ＬＥＤ発光素子１３の発光部１２から出射された光３１、３２（出
射された光のうちの一部）は、反射板１４に入射し、ＬＥＤ発光素子１３の発光部１２か
ら出射された光３３、３４（残部）は反射板１４に入射しないまま、ＬＥＤ電球１００の
外部に出射する。反射板１４に入射した光３１、３２は反射板１４によって反射され、光
３１、３２の方向は、ＬＥＤ発光素子１３から出射される光の光軸に垂直な平面に近い方
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向（ＬＥＤ電球１００をＬＥＤ発光素子１３から出射される光の光軸が鉛直になるように
設置したとき、水平方向に近い方向）に、変更される。反射板１４に入射しないまま、Ｌ
ＥＤ電球１００外部に出射する光３３、３４は、ＬＥＤ発光素子１３から出射されたとき
の方向を維持している。
【００３９】
　このように、ＬＥＤ発光素子１３からの出射光は正面の狭い範囲のみではなく、広範囲
を照射することができる。
【００４０】
　〔実施形態２〕
　次に、本発明の他の実施形態について、図４～図５を参照して説明すると以下のとおり
である。なお、説明の便宜上、実施形態１の構成要素と同様の機能を有する構成要素には
同一の番号を付し、その説明を省略する。本実施形態では、主に、実施形態１との相違点
について説明するものとする。また、本実施形態で開示されている各部材の個数、形状、
サイズ、材質などは、あくまでも一例を示したものであり、これに限定されることはない
。
【００４１】
　図４は、本実施形態に係るＬＥＤ電球４００の構成を模式的に示す側視図である。図５
は、本実施形態に係る光源ユニット４１０の断面と、光源ユニット４１０において出射光
の一部が反射板によって方向を変更される様子を示した図である。
【００４２】
　ＬＥＤ電球４００は、外郭部材１０、基板１１、光源ユニット４１０を備えている。光
源ユニット４１０は、基板１１上の中心部に配置されている。
【００４３】
　光源ユニット４１０は、発光部１２、ＬＥＤ発光素子１３、反射板４１、４２、４３、
支持部材４４を備えている。反射板４２は、芯部４２ａ及び鍔部４２ｂを備え、反射板４
３は、芯部４３ａ及び鍔部４３ｂを備えている。反射板４１、反射板４２の芯部４２ａ、
反射板４３の芯部４３ａは、ＬＥＤ発光素子１３の光軸１７を回転軸とする円錐面の一部
である。反射板４２の鍔部４２ｂ、反射板４３の鍔部４３ｂは、上向きの傾斜となってい
る。図５に示すように、反射板４２と４３は、つばを上に向けた麦わら帽子の形状をして
いる。
【００４４】
　図５に示されるように、ＬＥＤ発光素子１３の発光部１２から、光４４、４５、４６、
４７、４８が出射されている。光４４、４８（出射された光のうちの一部）は、反射板４
２の鍔部４２ｂに入射し、光４５、４７（出射された光のうちの一部）は、反射板４３の
鍔部４３ｂに入射する。一方、ＬＥＤ発光素子１３の発光部１２から出射された光４６（
残部）は反射板４１、４２、４３に入射しないまま、ＬＥＤ電球４００の外部に出射する
。反射板４２の鍔部４２ｂに入射する光４４、４８、及び反射板４３の鍔部４３ｂに入射
する光４５、４７は、反射板に反射され、光４４、４５、４７、４８の方向は、ＬＥＤ発
光素子１３から出射される光の光軸に垂直な平面に近い方向（ＬＥＤ電球４００をＬＥＤ
発光素子１３から出射される光の光軸が鉛直になるように設置したとき、水平方向に近い
方向）に、変更される。反射板に入射しないまま、ＬＥＤ電球４００の外部に出射する光
４６は、ＬＥＤ発光素子１３から出射する時の方向を維持している。
【００４５】
　このように、ＬＥＤ発光素子１３からの出射光は正面の狭い範囲のみではなく、広範囲
を照射することができる。
【００４６】
　〔実施形態３〕
　次に、本発明の他の実施形態について、図６を参照して説明すると以下のとおりである
。なお、説明の便宜上、実施形態１の構成要素と同様の機能を有する構成要素には同一の
番号を付し、その説明を省略する。本実施形態では、主に、実施形態１との相違点につい
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て説明するものとする。また、本実施形態で開示されている各部材の個数、形状、サイズ
、材質などは、あくまでも一例を示したものであり、これに限定されることはない。
【００４７】
　図６は、本実施形態に係るＬＥＤ電球６００の構成を模式的に示す側視図である。
【００４８】
　ＬＥＤ電球６００は、外郭部材１０、基板１１、光源ユニット６１０を備えている。Ｌ
ＥＤ電球６００は、単または複数の光源ユニット６１０を備えることが可能であるが、本
実施形態に係るＬＥＤ電球６００においては、四つの光源ユニット１１０を備えている。
四つの光源ユニット１１０はそれぞれの中心２０が円１６上に位置し、かつ円１６上で等
間隔となるように配置されている。
【００４９】
　光源ユニット６１０は、発光部１２、ＬＥＤ発光素子１３、光ファイバー６１、支持部
材６２を備えている。光ファイバー６１は、その入射する端部が発光部１２に近接し、出
射する端部が水平方向に近い方向になるように配置されている。
【００５０】
　ＬＥＤ発光素子１３の発光部１２から出射された光のうちの一部は光ファイバー６１中
に入射し、ＬＥＤ発光素子１３から出射される光の光軸に垂直な平面に近い方向（ＬＥＤ
電球６００をＬＥＤ発光素子１３から出射される光の光軸が鉛直になるように設置したと
き、水平方向に近い方向）に、当該一部の光の方向は変更される。また、ＬＥＤ発光素子
１３から出射された光のうちの残部は、光ファイバー６１に入射しないまま、ＬＥＤ電球
６００の外部に出射し、ＬＥＤ発光素子１３から出射する時の方向を維持している。
【００５１】
　このように、ＬＥＤ発光素子１３からの出射光は正面の狭い範囲のみではなく、広範囲
を照射することができる。
【産業上の利用可能性】
【００５２】
　本発明は、ＬＥＤ電球を始め、半導体発光素子を用いた照明器具などに好適に利用する
ことができる。
【符号の説明】
【００５３】
　１０　外郭部材
　１１　基板
　１２　発光部
　１３　ＬＥＤ発光素子（半導体発光素子）
　１４　反射板（光方向変更部）
　１５　支持部材
　１６　円
　１７　光軸
　１８　角度
　１９　頂点
　２０　中心
　３１、３２、３３、３４　光
　４１、４２、４３　反射板（光方向変更部）
　４４　支持部材
　４５、４６、４７、４８、４９　光
　６１　光ファイバー（光方向変更部）
　６２　支持部材
　１００　ＬＥＤ電球（照明器具）
　１１０　光源ユニット
　４００　ＬＥＤ電球（照明器具）
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　４１０　光源ユニット
　６００　ＬＥＤ電球（照明器具）
　６１０　光源ユニット

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】
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